
平成２９年度　金成百姓踊り

　昭和４６年頃、金成地区内でコミュニティの枠を確保するため、笛や太鼓に合わせて昭和初期の農作業を再現したのが、

金成百姓踊りの始まりです。金色に実った稲を刈り取り、足踏みの脱穀機を使っての脱穀の描写は百姓踊りの最大の見せ場

となります。今は忘れ失われつつある、古き良き時代の農作業を地区民で踊り、昔の人々の生き方に思いを馳せながら、伝承

活動を引き継いでいます。

平成３０年３月２４日（土）　名古屋城春まつりにて披露

（陸前高田市）


